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【奨励賞】日産自動車株式会社（生産部門）          
 

住  所：神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.nissan-global.com/JP/COMPANY/PROFILE/ 

従業員数：全社 28,549 人（男性：25,027 人・女性：3,522 人） 

生産部門 13,750 人（男性：12,791 人・女性：959 人） 

業  種：自動車の製造、販売および関連事業 

 

１．取り組み・支援に至る経緯・課題・目標 

（１）経緯 

2006年から新卒採用のうち女性比率25％を目標とし、女性技能員の採用人数の拡大を進めてき

た。また、少子高齢化の影響で近い将来、生産現場で働く労働人口は確実に減少し、多様な働き

手で運営する必要が更に高まり、環境だけでなく女性、高齢者、外国人だれでも働ける目標が達

成できる「人にやさしい」ラインへの改善と人財育成に早急に取り組む必要がある。 

（２）課題 

女性は男性と同じスタートラインで仕事をしても結婚・出産を迎え休職後、復帰した時に技能

面（知識、技術）で大きく差が出てしまい、技能の男女の差は埋まらない想定される。 

また、生産現場では女性と男性の体格（身長で平均12ｃｍの差）と女性の20才～30才の腕の筋

力は男性の60才とほぼ同じで筋力の差が作業にも出てしまい、女性や高齢者では出来ない作業が

発生する。 

また、生産現場の女性の定着率は５年後には56％まで減少し、10年後には27％まで減少してい

る。退職理由は生産現場でも改善が必要な要因がある。やりがいやモチベーションを維持し続け、

知識・技能の向上を図るとともに、職場作業環境改善を図り定着率を向上させる必要がある。 

（３）目標 

関東にある生産現場３工場（横浜・追浜・栃木）において、男性では気づかない女性視点のエ

ルゴノミクス改善活動を通じ、女性技能員の技能向上を図るとともに、女性や高齢者などだれで

も働けるラインづくりと女性の定着率向上を図る。 
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２．具体的な取り組み、仕組みや工夫について 

女性技能員に対し、評価に必要なエルゴノミクス勉強会や「からくり工夫展」への参加を促し、

必要な知識や改善に必要な技能を習得させるとともに、係内の定例会ではやりづらい作業を抽出

させ、環境改善を女性技能員達に委ねている。 

改善経過と結果を見える化する仕組みを構築するなど、産休後にも技能を落とさず職場復帰出

来るよう育成を図っている。また定期的に３工場の女性従業員が一堂に会し、良いとこ取りや、

職種が違う作業を実際に行わせ課題検討をする事で、改善力の向上を図っている。 

 

定着率 
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３．取り組み、活動により得られた成果 

女性の技能も上記計画表の様に向上し、2015年度のエルゴ改善実施件数も横浜工場サスペンシ

ョン課15件（内２件がからくり改善）、追浜工場車体課４件、栃木工場車体課15件、車軸課10件

実施し、女性定着率向上と女性、高齢者でも作業できるラインづくりに貢献している。 

 

 

 


